















―第 29期生第 21班の「南華・台湾への旅」の例― 
 
 





























期生が 1932 年に実施した大旅行調査の調査日誌集として、1933 年（昭和 8 年）3 月に第
29 期生自らによって編纂されたもので、オンデマンド版大旅行誌シリーズ（東亜同文書院、
2006）の第 24 巻に当たる。 





の分量を占めている。ページ数からすれば、『北斗之光』全 451 ページのほぼ 10％に当た
る 46 ページとなっている。 
? 写真についても同様である。他の大旅行誌とは異なり、『北斗之光』では巻頭に全調査の
写真が一括して掲載されているが、写真用の全 24 ページの中で「南華・臺灣の旅」に関す




? 「南華・臺灣の旅」の執筆者「第 21 班」として名が記されているのは、中島有吉、稲垣
信行、鹿島満周、枝村栄の 4 名である。中島と稲垣は、5 名からなる「大旅行籌備委員」の
メンバーでもあったことが『北斗之光』巻末の写真から判る。ただし、編集委員には加わ
っていない。 




















? 「南華・臺灣の旅」の大旅行調査は 6 月 7 日に始まるが、最終日がいつであったのかは、
はっきりとした記述がないために不明である。台湾出国は以下で述べるように最短で 6 月
28 日と考えられる。かりに台湾滞在が 28 日に終わったと考えると、旅行全体の 21 日間の
うち 7 日から 18 日までの前半が「南華」すなわち珠江デルタ（香港・広東港・マカオ）に、
続く後半の 19 日から 28 日までが台湾島に当てられている。 
? 以下、台湾滞在を最短で 28 日までとする計算について述べておこう。本文で最後に記載
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長崎? ?  



















表２? 第 ??班の旅行内容 


















?月 ??日? 午後 ?時に水社を出て夕方台中着。台中公園を見学。? 台中? （客引きの旅館）?
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がかなりの程度定型化しており、第 21 班もそれに則ったと考えるべきであろう。 
? 第 21 班は、高雄での悪天候によって鵝鑾鼻と壽山の訪問を断念している。いずれも台湾
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がかなりの程度定型化しており、第 21 班もそれに則ったと考えるべきであろう。 





? このように、第 21 班の行動記録には、クーポン案内の紹介内容と共通するものが多々見
られるのであるが、さらにもう一つの特徴として、本島人的なものの不在を指摘しておき
たい。 



















































第 4 巻、ゆまに書房） 
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第 4 巻、ゆまに書房） 






















(8) ここには、第 21 班が「京都」と呼んだ台南が含まれておらず、その点奇妙に思われるが、実際には台
南や台中も指定遊覧地となっていた（曽山、2003：109）。 
(9) （森、2010：78）にも同様の指摘がある。 
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